
パラオ

日本韓国

東ティモール

フィジー

トンガ

パプア
ニューギニア

アメリカ

メキシコ

ホンジュラス

ブラジル

ウルグアイ

アルゼンチン

パラグアイ
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16ページへ

20ページへ

人材育成
事業

59名
一般研修生数

325名
技能実習生数

16
訪日研修生・
実習生国数

啓発普及
事業

3,540名
国内の森づくり・

環境保全活動参加者数

3,662名
講演会・イベント・
体験活動参加者数

2,643名
木育・森のつみ木
広場参加者数

ウクライナからの研修生受け入れなど、さまざまなニーズに応える取り組みを推進

「住み続けられる未来」の実現のため、国や活動、人を「つなぐ」事業を展開

ヵ国・地域



台湾
香港

モンゴル

中国

インドネシア

フィリピン

ブルネイ

インド

タイ

マレーシア

カンボジア

ミャンマー

バングラデシュ

ベトナム

ネパールパキスタン

アフガニスタン

ウズベキスタン

ウクライナ

バーレーン
イスラエル

アラブ首長国連邦

パレスチナ

スリランカ

ケニア

タンザニア

エチオピア

アゼルバイジャン
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……オイスカ・インターナショナル総局・協力組織がある国と地域

……協力プロジェクトがある国
　
……「子供の森」計画参加国と地域
　
……2023年度日本に在籍した研修生・実習生の国
　　

活動地域

海外開発
協力事業

6ページへ

12ページへ

事業ハイライト

774,325本
植林本数

338 ha
植林面積

205名
海外研修センター
研修生受入れ数

「子供の森」
計画事業

81,225本
植林本数

455校
活動参加校

96,908名
参加した青少年

持続可能な地域発展を担う人材育成や、生計向上を目指す緑化事業などを14ヵ国で実施

累計37の国と地域、5,572校で緑化と環境教育を展開

2023年度

2023年度
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フィジーで進むマングローブ植林プロジェクト。左奥に大きく育った森が見られ、新たに植えられた苗も元気に育っている

事 業 概 要

森田  章

海外事業部  部長

海
外
開
発
協
力
事
業

アジア太平洋地域での338ha、77万本の植林、
海外の研修施設で205名の青年研修を実施

海外開発協力事業

　

昨
今
の
為
替
相
場
に
お
け
る
円
安
は
、

現
地
で
の
物
価
高
も
加
わ
り
、
海
外
で
の

活
動
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

活
動
規
模
の
縮
小
、
裨
益
者
の
制
限
な
ど
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
お
よ
ぶ
範
囲
が
小
さ
く
な

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
に
関
わ
る
人
の
流

出
を
招
き
、
持
続
可
能
性
に
も
影
を
落
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も

必
死
に
活
動
す
る
海
外
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

を
得
て
、
生
態
系
を
活
用
し
た
課
題
解
決

（
E
B
S
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
活
動
を

推
進
。
従
来
か
ら
の
植
林
・
環
境
保
全
活

動
に
加
え
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
保
全
地
域
に

お
け
る
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
グ
レ
ー
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
、
ま
た
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
の
沙
漠
化
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
公

的
助
成
な
ど
を
活
用
し
た
基
盤
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
進
め
、
来
る
べ
き
大
規
模
緑
化

活
動
へ
の
布
石
と
し
ま
し
た
。

　

地
域
開
発
事
業
で
は
産
業
を
興
す
観
点

に
加
え
、
生
計
向
上
策
に
も
努
め
、
持
続

可
能
性
を
高
め
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
各
研
修
施
設
に
お
け
る
人
材
育
成
活

動
で
は
、
規
律
訓
練
や
農
業
実
習
を
主
体

と
し
つ
つ
、
食
品
加
工
や
日
本
語
指
導
な

ど
現
地
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
研
修
も
提
供
。

訪
日
研
修
を
修
了
し
た
人
材
の
活
躍
に
焦

点
を
当
て
た
追
跡
調
査
も
可
能
な
国
で
実

施
し
ま
し
た
。

東南アジア、南太平洋地域を主な対象地域とし、自然再生・
保全活動、農業研修などの人材育成、持続可能な産業の
開発・促進、それら事業の推進にかかる調査研究、災害
からの復興支援などを進めています。

●累計植林本数：5,278万3,264本
（陸上：1,786万3,661本／マングローブ：3,491万9,603本）
●累計植林面積：1万8,161ha
（陸上：9,348 ha ／マングローブ：8,813 ha）

2024年3月末現在

ひ

え
き

※「子供の森」計画実績除く
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現
場
訪
問
に
よ
る
活
動
へ
の
理
解
の
促
進
を

R
eport

上／現地の大学生（中央）と沙漠に苗木を植える（ウズベキスタン）
下／「子供の森」計画参加校を訪問し子どもたちと交流（フィリピン）

　

海
外
の
現
場
で
は
、
毎
年
多
く

の
日
本
人
来
訪
者
を
受
け
入
れ
、  

地
域
住
民
と
植
林
や
交
流
を
し
た

り
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
理
解
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
視

察
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

の
大
半
は
、
国
内
の
支
部
や
支
援

組
織
で
あ
る
推
進
協
議
会
な
ど
が

企
画
す
る
も
の
や
、
支
援
企
業
・

団
体
な
ど
が
派
遣
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
渡
航
制

限
が
解
除
さ
れ
た
後
も
、
長
引
く

円
安
の
影
響
も
あ
り
、
海
外
へ
の

派
遣
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
と

い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
状
況
で
も
、
参
加
費
の
値
上

げ
な
ど
で
対
応
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
よ
り
継
続
し
て
き
た
派
遣
を
再

開
さ
せ
た
組
織
も
今
年
度
は
数
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
（
オ
イ
ス
カ
組

織
の
派
遣
に
つ
い
て
は
21
ペ
ー
ジ

参
照
）。

　

オ
イ
ス
カ
と
し
て
は
、
ご
支
援

く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員
の
皆
さ
ま

や
企
業
・
団
体
の
皆
さ
ま
に
、
活

動
の
現
場
に
足
を
運
び
、
体
験
し

て
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
機
会

を
よ
り
多
く
創
出
し
、
支
援
の
輪

を
広
げ
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現

地
で
活
動
に
従
事
す
る
ス
タ
ッ
フ

た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の

で
、  

ぜ
ひ
訪
問
し
て
激
励
し
て
下

さ
い
。

Annual  Report  of  OISCA海外開発協力事業

●　　駐在員
●　　現地スタッフ
●　　研修生（短期含む）

バングラデシュ
バングラデシュ研修センター ●7 
マングローブ植林プロジェクト事務所 ●3

フィジー
フィジー農林業開発プロジェクト事務所 
●1 ●8 ●23

パプアニューギニア
ラバウル・エコテック研修センター 
●1 ●12

スリランカ
スリランカ事務所 ●4

マレーシア
KPD／オイスカ青年研修センター ●18 ●58

ミャンマー
ヤンゴン事務所 ●1 ●1 
DOA-OISCA農村開発研修センター ●20
DOA-OISCA農業指導者研修センター ●13 ●10 

タイ
バンコク事務所 ●1 ●3
北部タイ緑化プロジェクト（チェンライ県） ●3
「子供の森」計画（コンケン県） ●1
「子供の森」計画環境保護センター（スリン県） ●1
マングローブ植林プロジェクト（ラノーン県） ●1 ●5

インドネシア
スカブミ研修センター ●2 ●10 ●37
カランガニアル研修センター ●10  ●5

インド
北インド事務所 ●7　
南インド事務所 ●13　

カンボジア
カンボジア事務所 ●3

中国
内モンゴル阿拉善沙漠生態研究研修センター
●2

2024年3月31日現在／現地スタッフにはボランティアも含まれます
2023年度  主な海外事業拠点

フィリピン
マニラ事務所　  ●1 ●5
アブラ農林業研修センター ●4 ●20
ヌエバエシハ研修センター ●3 ●27 
ヌエバビスカヤ植林プロジェクト ●1
バゴ研修センター ●1 ●14 ●24
パラワン研修センター ●3

ウズベキスタン
ウズベキスタン事務所 ●2 ●6 

モンゴル
オイスカモンゴル事務所 ●4 

スタッフおよび受け入れ研修生数
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-20℃の極寒の中、セミナーに集まった住民たち

植林の様子（ウズベキスタン沙漠緑化プロジェクト）

地域住民が「我が
こと」として積極的に
植林に参加するた
めには、具体的な
メリットを実感してもら
うことが大切です。

海外事業部
森田 章

事業開始セレモニー（9月27日）には大勢の地元住民も参集

海
森

海
外
開
発
協
力
事
業

23
年
度
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ

イ
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
５
ヵ
国
で
陸

地
で
の
植
林
を
展
開
。
1
9
5
・

6
ha
に
23
万
8
8
2
5
本
を
植
え

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
累
計
が
9

3
4
8
ha
、
1
7
8
6
万
3
6
6

1
本
と
な
り
ま
し
た
（「
子
供
の

森
」
計
画
実
績
除
く
）。

　

オ
イ
ス
カ
が
こ
う
し
た
活
動
を

進
め
る
各
地
域
は
、
近
年
頻
発
化
、

激
甚
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
自

然
災
害
に
対
し
て
脆
弱
で
あ
る
ケ

ー
ス
が
多
く
、
植
林
に
よ
っ
て
災

害
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
住
民
と
共
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
植
え

て
終
わ
り
で
は
な
く
、「
森
を
育
て
、

守
り
、
活
用
し
て
地
域
発
展
に
つ

な
げ
る
」
持
続
可
能
な
森
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
地
域
住

民
の
理
解
と
参
画
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
住
民
を
対
象
と
し
た
啓
発
活

動
の
展
開
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

植
林
を
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
こ
と
を

実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
地

域
住
民
の
生
計
向
上
が
図
れ
る
取

り
組
み
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
で
進
む
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
多
く
は
、
訪
日
研
修
生
O

B
・
O
G
が
そ
の
推
進
役
を
担
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
材
を
育

て
る
た
め
に
は
、
日
本
で
の
研
修

中
に
、
防
災
効
果
の
高
い
森
づ
く

り
の
手
法
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
る

な
ど
、
人
材
育
成
事
業
と
の
よ
り

強
い
連
携
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
ヵ
国
で
1
9
6
ha
に
約
24
万
本
を
植
林

E
B
S  

陸
地
で
の
植
林

01

　外務省日本NGO連携無償資金協力の助成を受けたこ
とで、プロジェクトの実施に必要なインフラの整備が進
められました。特にアラル海の沙漠地域での活動に欠か
すことができない車両の購入と、沙漠の入り口から車で
２時間ほどの植林エリアに、数日間の滞在が可能となる
基地（コンテナハウス）を設置したことより、各種調査
や植林などの活動がスムーズに行えるようになりました。
　また、沙漠に育つサクサウールの植林をメインにしつ
つ、薬草（主にニクジュヨウ）栽培による住民の生計向
上を目指しており、12月には、ニクジュヨウの効能や
栽培方法などを伝える住民対象のセミナーを実施し、地
域への普及のスタートを切ることができました。

ウズベキスタン  沙漠緑化プロジェクト

植林、薬草栽培の地域への
普及がスタート！

概要
アラル海が干上がってできた沙漠での緑化を進めると同
時に、住民の生計向上につながる薬草の栽培なども行う。

プロジェクト専門家
冨樫 智

■開始年：2014年 ■活動地：ヌクス

モンゴル政府は気候変動対策として「10億本の植樹」
国民運動を推進しています。オイスカモンゴル総局とし
てもこれに賛同し、オルホン県で「モンゴル北部地域に
おける森林再生のための植林事業」を新たにスタートし
ました。３年間で10haに2万3500本を植えることを決
め、同県の自然環境・観光局と日中友好会館との協約を
締結しました。
　なお、日本政府も協力を表明しており、22年11月に
行われた日蒙首脳会談で出された共同声明の付属書には、
「５年間で約５万本規模の植林、モンゴルの青少年約２
万人に対する、植樹活動を含む環境・防災に係る啓発活
動」を支援することが明記されています。

モンゴル北部  森林再生のための植林事業

「10億本の植樹」国民運動に
協力し、新規植林事業開始

概要
オルホン県の自然環境・観光局と日中友好会館との協約
を締結し、３年間で２万3500本を植樹する。

■開始年：2023年 ■活動地：オルホン県
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女性たちも積極的に植林活動に参加
（フィリピン南ルソンマングローブ植林プロジェクト）

海外事業部
長 宏行

養殖池の土手に植えられたマングローブ シルボフィッシャリー方式で育った魚写真下部に見えるのは胎生種子。これを直接土に植えていく

日本からの応援なく
して、これだけの規模
の植林は続けられま
せん。
今後もご支援よろしく
お願いします。

Annual  Report  of  OISCA海外開発協力事業

23年度は、ケソン州のカラウアグ並びにサンフラン
シスコ、北カマリネス州のサンタエレナ、そして、南カ
マリネス州のカブサオの４ヵ所で、合計50haに15万９千
本のマングローブを植えました。
　同地は毎年いくつも発生する台風の通り道にあたり、
被害に遭いやすい上、大きな被害が出なくても、外部と
の交通が遮断され、まさに陸の孤島と化してしまう地域
でもあります。特に、13年に甚大な被害をもたらした
スーパー台風ハイエン以降、沿岸部でのマングローブ植
林のニーズが高まり、プロジェクトではそうした沿岸の
村からの要望を受けて、調査をした後に活動を行ってい
ます。

フィリピン南ルソン  マングローブ植林プロジェクト

マングローブの植林で
災害に強い地域をつくる

概要
台風の被害を受けやすいケソン州、北カマリネス州、南
カマリネス州の海岸沿いでマングローブを植林。

23
年
度
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
の
５
ヵ
国
で
、

1
4
2
・
4
ha
に
53
万
5
5
0
0

本
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
常
的
な
海

岸
浸
食
や
台
風
時
の
高
波
な
ど
に

よ
り
漁
業
や
日
々
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
で
は
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
に
よ
る
緑
の

防
波
堤
づ
く
り
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

く
、
ま
た
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
固

定
能
力
が
高
い
こ
と
か
ら
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
を
目

指
す
日
本
の
企
業
か
ら
の
関
心
も

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
健

全
な
生
育
が
阻
害
さ
れ
る
要
因
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
気
候
の
変
化

な
ど
に
加
え
、
開
発
の
た
め
の
環

境
変
化
と
い
っ
た
人
為
的
な
も
の

も
あ
り
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
育

て
る
た
め
の
技
術
や
手
法
な
ど
の

向
上
も
常
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
フ
ィ
ジ
ー

な
ど
で
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
育

ち
に
く
い
エ
リ
ア
（
外
洋
に
面
し

て
い
た
り
、
高
波
の
影
響
を
受
け

や
す
い
と
い
っ
た
環
境
）
の
内
陸

側
に
防
風
効
果
の
高
い
海
岸
林
を

つ
く
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま

す
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
に
比
べ

る
と
、
海
岸
林
の
造
林
の
経
験
は

浅
く
、
そ
の
環
境
に
応
じ
た
技
術

の
確
立
な
ど
に
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

５
ヵ
国
で
1
4
2
ha
に
約
54
万
本
を
植
林

E
B
S  

海
岸
で
の
植
林

02

　ブレベスでは、養殖を生業とする地域住民に養殖池の
土手へのマングローブ植林を勧め、実践。マングローブ
が根付くことで、土手の崩壊を防いで池を守るほか、水
質改善にも効果があることが分かっています。以前は、
水質改善や魚の病気抑制のために薬品を投与しており、
環境への負荷や健康被害などが懸念されていましたが、
そうした課題の解決にもつながりました。また、マング
ローブが葉を落とすことで、プランクトンが豊富になる
ため、えさやりの必要がなくなるメリットもあります。
マングローブと養殖を組み合わせたこの手法は「シルボ
フィッシャリー」と呼ばれ、地域住民のみならず他地域
からの関心も高く、普及が期待されています。

インドネシア  マングローブ植林プロジェクト

シルボフィッシャリーで
住民の生計向上を目指す

概要
東京海上日動火災保険㈱などの支援を受け、７つの地区
でそれぞれのニーズに応じた植林活動を展開。

■開始年：1990年 ■活動地：ジャワ島北岸、マドゥラ島■開始年：2005年 ■活動地：ルソン島南部
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食品加工コースでは近隣住民から
お菓子などの注文を受けることも

稲作コースの田植え実習
さまざまな種類の野菜を栽培

23年度は研修生
OBの調査を目的に
マレーシアを訪問。
多様な分野で活躍
する様子を見ること
ができました。

稲作研修（ミャンマー DOA-OISCA農業
指導者研修センター）

海外事業部
藤井 啓介

海
外
開
発
協
力
事
業

　

オ
イ
ス
カ
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
8
ヵ
国
13
ヵ
所
に
研
修
セ

ン
タ
ー
を
持
ち
、
地
域
活
性
化
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
有
機
農
業
や
環
境
保
全

な
ど
に
つ
い
て
実
技
中
心
の
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
23
年
度
は
、

そ
の
う
ち
6
ヵ
国
8
つ
の
研
修
セ

ン
タ
ー
で
合
計
2
0
5
名
の
青
年

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
セ
ン
タ
ー
で

は
、
各
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

現
地
政
府
な
ど
と
も
協
力
し
な
が

ら
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ジ
ー
で
は
、
青
年
ス
ポ
ー
ツ

省
と
協
働
し
て
お
り
、
同
省
が
運

営
す
る
国
立
青
年
研
修
セ
ン
タ
ー

の
農
業
部
門
を
オ
イ
ス
カ
が
担
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、

1
9
8
7
年
に
日
本
政
府
の
支
援

を
受
け
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
政
府
に
移
管
し
、
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

大
半
の
こ
の
国
で
、
女
性
に
も
教

育
の
機
会
を
与
え
る
取
り
組
み
と

し
て
評
価
さ
れ
、
全
土
に
職
業
訓

練
校
が
広
が
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
の
研
修
生
O

G
も
指
導
員
と
し
て
活
躍
し
、
洋

裁
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
食
品
加

工
な
ど
に
つ
い
て
3
ヵ
月
間
の
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

技
術
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、

協
調
性
や
規
律
な
ど
を
身
に
つ
け
、

精
神
的
に
も
自
立
し
た
青
年
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

6
ヵ
国
８
つ
の
研
修
セ
ン
タ
ー
で

2
0
5
名
を
受
け
入
れ

人
材
育
成  

各
国
研
修
セ
ン
タ
ー

03

　サバ州では、米の自給率が20％に過ぎず、野菜栽培
においても農薬の多用が問題になっており、センターで
の農業人材の育成に対する期待は非常に高いものがあり
ます。例年50名を超える青年を受け入れ、基礎研修２ヵ
月を含む16ヵ月間のコースを実施。修了者にはディプロ
マ（修了証）が授与され、専門学校卒業と同等レベルの
卒業資格となります。23年度（コース修了は24年8月）
は、男性44名、女性14名が、野菜栽培（19名）、食品加工
（13名）、きのこ栽培（9名）、稲作（7名）、養鶏（10名）
の５つのコースで学びました。
　修了後はサバ州の農業振興を担うKPDの職員として
活躍する者が多く、州内の農村活性化に貢献しています。

KPD／オイスカ青年研修センター

５つのコースで
技術研修を実施

概要
1970年代、サバ州の農業振興と青少年育成を目的にスタ
ート。 91年、KPD※と共同でセンターを設立し現在に至る。

KPD オイスカ青年研修センター所長
D. H. ミル・シャリフ・ビオック

■開始年：1991年 ■活動地：マレーシア  サバ州

2020年以降、新型コロナウイルスの感染拡大と国内
の混乱により、センターでの長期研修の実施は中止に追
い込まれました。現在も混乱は続いているものの、農村
地域の主産業である農業の振興に貢献する人材の育成は
急務であることから、チャウマジの農業指導者研修セン
ターで４年ぶりに研修を再開することができました。
　男性７名、女性３名が農業研修コースで半年間（23
年10月～ 24年３月）、稲作や野菜栽培、養鶏、食品加工、
調理、日本語、環境教育の７科目を履修。卒業後すぐに
実践できるスキルの習得を目指し、実技を中心とした学
びを深めました。また、センター内での共同生活を通じ
て社会性も身につけることができました。

ミャンマー DOA-OISCA農業指導者研修センター

混乱が続く中でも農村地域の
若者に学びの場を提供

概要

■開始年：2017年 ■活動地：ピョーボエ郡チャウマジ

農業の発展に貢献するリーダーの育成を目的に、国内２
番目のセンターとして、日本企業の支援を受けて設立。

※サバ州農業開発公社
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専門家（左）による農家への聞き取り 炭窯の天井づくり有機農業による家庭菜園も実施 土地登記に関する会合

活動を通じて地域
に根付く知恵から
学ぶことも多々あり、
その土地の自然と
向き合うことの大切
さを感じます。

斜面に植えられた桑の木が土壌の流出を防いでいる

海外事業部
山本 悠里

Annual  Report  of  OISCA海外開発協力事業

　

オ
イ
ス
カ
は
活
動
開
始
当
初
の

1
9
6
0
年
代
か
ら
今
も
変
わ
ら

ず
、
国
づ
く
り
の
基
礎
は
農
業
に

あ
る
と
考
え
、
農
村
部
の
人
々
が

衣
食
住
を
満
た
し
な
が
ら
自
然
と

調
和
し
た
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
地
域
住
民
と
共
に
対
策
を

考
え
、
持
続
可
能
な
地
域
発
展
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
研
修
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
て
、
地
域
の
資
源
を
活
か

し
た
有
機
循
環
型
農
業
の
普
及
を

各
国
で
進
め
る
ほ
か
、
養
蚕
の
普

及
と
い
っ
た
地
域
全
体
の
産
業
育

成
に
つ
な
が
る
活
動
も
展
開
し
て

い
ま
す
。
養
蚕
に
お
い
て
は
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
ネ
グ
ロ
ス
島
で
ス
タ

ー
ト
し
た
取
り
組
み
が
他
の
州
や

島
に
ま
で
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

植
林
活
動
と
と
も
に
生
計
向
上

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
る
取
り
組

み
が
多
い
中
、
養
蚕
普
及
事
業
は

生
計
向
上
を
実
現
し
な
が
ら
植
林

も
実
施
す
る
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
山
間
部
の
養
蚕
農
家
が
蚕

に
与
え
る
桑
を
山
の
斜
面
で
育
て

て
い
る
こ
と
は
、
土
壌
流
出
や
土

砂
崩
れ
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
、
環

境
保
全
や
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
の
面
で
も
、
意
義
の
あ
る
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、

保
全
し
な
が
ら
地
域
の
発
展
を
実

現
す
る
活
動
の
在
り
方
を
今
後
も

地
域
住
民
と
共
に
模
索
し
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

環
境
保
全
と
産
業
の
発
展
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進

地
域
開
発

04

　インド・ガンジス河流域では国を挙げて河川の浄化プ
ロジェクトが進められており、農業面や生活面からもサ
ポートすべく今回のプロジェクトを立案。JICA草の根
技術協力パートナー型プロジェクトとして活動を開始し
ました。UP州の森林局の協力も得て対象村を３つ選定
し、各村で調整員を選任して日常の管理に当たってもら
いつつ、日本からの統括者と専門家の派遣を通じて自然
資源を活用した農業技術の普及、生産物による生計向上
に努める計画です。コロナ禍で、案件の実施までに時間
がかかったことから、当年度はスタッフと専門家を２回
派遣し、対象地域の再調査と１村に炭窯を設置し、これ
から本格化する普及活動に備えることができました。

持続可能な生計向上支援プロジェクト

ガンジス河流域の村の
農業技術普及を目指す

概要
ウッタル・プラデシュ（UP）州のガンジス河流域にある３村にお
いて、自然資源を活用した農業技術（竹炭／果樹・ハーブ）の導入
による生計向上および生活環境改善モデルを確立し、普及する。

北インド総局 事務局長
リトゥ・プラサッド

■開始年：2023年（4年間） ■活動地：インド　バラナシ

　パプアニューギニアの熱帯雨林が減少する主な要因は
焼き畑や開発業者による大規模伐採、オイルパームプラ
ンテーションへの変換などです。現金収入の少ない人々
が開発業者に森林を売却してしまうことで森林の減少が
加速していることから、オイスカでは、住民が地権を譲
渡しないことを目指し、土地登記の支援や、土地を売ら
なくても収入を得られるような生計向上支援を実施。ま
た、森林の再生スピードを上回る焼き畑を拡大させない
よう、持続可能な暮らしの実現を目指した農業技術研修
や籐製品の加工・販売のための研修などのほか、モリン
ガやカカオなど現金収入につながる樹種の植林も進めま
した。

熱帯雨林保全プロジェクト

熱帯林と共存するコミュニティの
安全保障を強化する

概要

パプアニューギニア駐在代表
荏原 美知勝

■開始年：2002年 ■活動地：パプアニューギニア　東ニューブリテン州

熱帯原生林や生物多様性保全の実現と住民の持続可能な
ライフスタイルの確立を目指した植林や能力開発を実施。

※本プロジェクトはCOSMOエコ基金の協力によって実施されました
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社会混乱が続く中でも、未来への希望を込めて植林を続ける（ミャンマー・ピョーボエ郡）

事 業 概 要

　

2
0
2
3
年
度
は
各
地
で
天
候
不
順

が
続
き
、
豪
雨
や
熱
波
、
干
ば
つ
と
い
っ

た
異
常
気
象
も
頻
発
・
長
期
化
す
る
な
ど
、

「
子
供
の
森
」
計
画
（
以
下
、
C
F
P
）

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
も
計
画
通
り
に
活

動
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
、  

臨
機
応
変
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
年
で
し
た
。
自
然

災
害
の
影
響
も
深
刻
化
し
て
お
り
、
参
加

校
の
校
舎
や
植
林
地
へ
の
被
害
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
気
候
変
動
や
自
然
災
害
が
深

刻
化
す
る
中
だ
か
ら
こ
そ
、
C
F
P
の
担

う
役
割
が
高
ま
り
、  

学
校
や
地
域
か
ら
も

多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
資

機
材
や
燃
料
費
が
高
騰
す
る
中
で
も
、
現

場
の
期
待
や
ニ
ー
ズ
に
で
き
る
だ
け
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る
工
夫
を

し
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
、
学
ぶ

機
会
を
確
保
で
き
る
よ
う
活
動
を
推
進
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
C
F
P
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

対
す
る
研
修
会
や
、
教
員
や
ユ
ー
ス
リ
ー

ダ
ー
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
各
地
で
開
く
な

ど
、
共
に
取
り
組
み
を
拡
げ
て
く
れ
る
人

材
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
注
力
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
地
で
の
活
動
を

支
え
る
と
と
も
に
、
日
本
国
内
の
理
解
や

協
力
の
輪
を
拡
げ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で

開
催
を
見
送
っ
て
い
た
子
ど
も
親
善
大
使

事
業
や
支
援
企
業
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ツ
ア
ー
な
ど
、
リ
ア
ル
型
の
国
際
交
流
事

業
も
再
開
し
ま
し
た
。

「子供の森」計画事業 「
子
供
の
森
」計
画
事
業

子どもたちの自然を想う気持ちを育て、
地域に行動の輪を拡げていく

子どもたちが学校や地域で苗木を植え、育てる活動を通し
て、「自然を愛する心」を養いながら緑化を進めていくプロ
グラム。環境にやさしい農業の実習、ごみの分別など、実
践型の環境教育にも力を入れています。

●活動開始：1991年
●活動地域：37の国と地域
●累計植林本数：812万96本
●参 加 校：5,572校 2024年3月末現在

「
子
供
の
森
」
計
画
担
当　

諸
江
葉
月
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植林後も子どもたちが丁寧に管理を続けることで乾期を乗り越え、苗木も生長している
（インドネシア・ジョグジャカルタ）

環境保全を訴えるポスターコンテストを開催。地域への啓発の機会にもなっている
（インド・グルグラム）

長年の活動で校舎の周りにこんもりとした森が育つ。周囲の集落にも森林があり、防風と遮
熱効果を高めている（フィリピン・アブラ州）

Annual  Report  of  OISCA「子供の森」計画事業

2023年度  「子供の森」計画　国別植林実績 2023年度  収支報告

バングラデシュ
中国（内モンゴル）
カンボジア
フィジー
インド
インドネシア
マレーシア
ミャンマー
フィリピン
パプアニューギニア
スリランカ
タイ
その他の国・地域※2
合計

400
3,000
2,370
2,411
4,450
40,435
552
1,180
13,784
1,000
585
3,978
7,080
81,225

0.24
3.00
3.70
2.94
0.98
33.71
1.99
0.47
3.82
2.00
0.46
2.40
2.95
58.66

91,838
290,910
18,660
816,928
1,787,409
520,140
91,079
44,904

2,984,494
84,805
517,937
688,672
182,320
8,120,096

27,821,960円

23,991,277円

3,900,000円

6,142,050円

61,855,287円

63,875,875円

63,875,875円

72.67 
99.60 
25.35 
601.48 
1,244.65 
611.65 
86.62 
20.34 

1,112.24 
57.18 
433.55 
449.76 
134.86 
4,949.95 

239
18
81
68

2,140
467
243
94

1,189
90
364
235
344
5,572

2023年度
植林本数 植林面積（ha）

1991年～累積
累計本数 　累計面積（ha）

 参加校数総計 国名 経常収益

経常費用

※1　参加校数は、新規植林実績のある学校に加え「子供の森」計画に参加した学校すべての総計値
※2　その他の国・地域 ： P4～P5の活動地域参照

「子供の森」計画支援金

寄附金

助成金
（公社）国土緑化推進機構

その他
受取負担金、特定資産運用益、
雑収入等

事業費

合計

合計

植林本数81,225本

2023年度  主な活動実績

参加した青少年96,908名
新規参

加校

104校

植林面積

58.66ha

※1
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課
題
に
対
応
し
な
が
ら
森
づ
く
り
を
継
続

自
然
と
共
に
あ
る
暮
ら
し
の

豊
か
さ
に
つ
い
て
学
ぶ

ペットボトルを使った点滴灌水システム（インドネシア・スカブミ県
チチェメト小学校）

ふるさとエコキャンプにて、ごみの種類やその分別方法についてグループ
で考え、発表する子どもたち（ミャンマー・ピョーボエ郡）

学校の森でも雨期になるとキノコが生えるようになり、子どもたちの楽し
みのひとつになっている（タイ・スリン県）

グリーンウェイブ活動をきっかけに新規に参画する学校も増
えている（カンボジア・コンポンチャム県プノウ小学校）

23
年
度
は
、
16
の
国
と
地
域
に

お
け
る
4
5
5
の
学
校
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
緑
化
活
動
を
実
施
。
活

動
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
一
方
、
水
不

足
や
天
候
不
順
、
苗
木
・
資
機

材
・
燃
料
費
な
ど
の
高
騰
が
活
動

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
干
ば
つ

が
長
引
い
た
こ
と
で
、
一
部
の
地

域
で
極
端
な
高
温
に
見
舞
わ
れ
、

苗
木
が
枯
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
乾
燥
し
た
時
期

が
続
く
こ
と
で
、
他
国
で
も
水
不

足
だ
け
で
な
く
山
火
事
が
発
生
し
、

植
林
地
が
被
害
を
受
け
る
事
例
も

少
な
か
ら
ず
出
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
地
域
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
使
っ
た
点
滴
灌
水
を
導
入
し
た

り
、
大
雨
が
降
っ
て
も
き
ち
ん
と

排
水
さ
れ
る
よ
う
に
土
地
を
整
備

す
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
苗
木
の

生
存
率
が
上
が
る
よ
う
工
夫
を
し

つ
つ
、
そ
れ
で
も
枯
れ
て
し
ま
っ

た
場
所
で
は
補
植
を
行
い
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
被
害
の
多
い
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
、
活
動
校
の
校
舎
や
植
林
地

に
も
被
害
が
出
ま
し
た
が
、
倒
れ

た
木
々
は
教
室
の
柱
や
椅
子
、
机

の
材
料
に
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
災

害
後
の
復
旧
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

こ
う
し
た
作
業
に
は
、
保
護
者
も

協
力
を
惜
し
ま
ず
関
わ
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
被
害
を
受
け
た
植
林

地
で
は
、
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、

防
風
林
の
機
能
を
発
揮
す
る
樹
種

「
子
供
の
森
」計
画
事
業

R
eport

を
中
心
に
補
植
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

生
物
多
様
性
に
関
す
る
基
幹
的

な
取
り
組
み
と
し
て
、
5
月
22
日

の
国
際
生
物
多
様
性
の
日
を
記
念

し
て
行
う
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
も
、

国
連
生
物
多
様
性
条
約
事
務
局
と

連
携
し
な
が
ら
継
続
し
て
推
進
。

23
年
度
は
、
10
の
国
と
地
域
に
お

い
て
2
4
2
の
学
校
・
地
域
で
郷

土
樹
種
を
中
心
と
し
た
植
樹
や
生

物
多
様
性
保
全
に
関
連
し
た
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
合
計
1
万
79

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

環
境
セ
ミ
ナ
ー
に
加
え
、
学
校

を
拠
点
と
し
た
農
業
実
習
や
清
掃

活
動
、
ご
み
の
分
別
指
導
、
自
然

観
察
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
り
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
の

豊
か
さ
に
触
れ
る
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
多
く
展
開
。
特
に
学
校
菜

園
の
活
動
は
、
比
較
的
容
易
に
始

め
ら
れ
、
成
果
が
分
か
り
や
す
い

こ
と
か
ら
、
非
常
に
活
発
で
、
8

つ
の
国
で
合
計
2
7
3
校
が
参
加

し
ま
し
た
。
化
学
肥
料
や
農
薬
の

使
用
を
控
え
、
身
近
に
手
に
入
る

も
の
で
、
た
い
肥
を
つ
く
る
な
ど
、

工
夫
し
な
が
ら
教
え
て
い
ま
す
。

学
校
の
敷
地
に
育

て
た
森
の
中
で
も

果
物
や
キ
ノ
コ
類

が
採
れ
る
よ
う
に
な
り
、

畑
で
育
て
た
野
菜
と
と
も
に
給
食

に
活
用
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
お

腹
を
満
た
す
ほ
か
、
余
剰
分
は
販

売
し
て
学
校
の
収
益
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ス
リ

ラ
ン
カ
で
は
複
数
校
の
児
童
生
徒

が
合
同
で
学
び
合
う
エ
コ
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
第
２
研
修
セ

ン
タ
ー
の
あ
る
ピ
ョ

ー
ボ
エ
郡
で
は
、
比

較
的
情
勢
が
落
ち
着
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
周
辺
の
11
校
か
ら
子
ど

も
た
ち
や
教
員
の
代
表
を
招
待
し
、

4
年
ぶ
り
に
ふ
る
さ
と
エ
コ
キ
ャ

ン
プ
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
日
ご
ろ
は
学
校
内
で
の
活

動
が
多
い
中
、
参
加
者
は
他
校
の

取
り
組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
環

境
に
対
し
て
行
動
す
る
同
世
代
の

仲
間
と
出
会
い
、
ふ
る
さ
と
の
未

来
に
つ
い
て
語
り
合
う
こ
と
で
、

新
た
な
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。



September  2024  OISCA ｜ 「子供の森」計画事業15

2019年の子ども親善大使事業で来日した先生
が校長として赴任してから、活動を開始したクル
ナワ学校。以降、精力的に活動を行っている

コーディネーターから苗木の正しい植え方を教
わるチチェメト小学校の児童（スカブミ県ハリム
ン・サラク山国立公園内の植林地）

支援企業を訪問し、自国の環境課題やCFPの
活動について報告するタイの親善大使

Annual  Report  of  OISCA「子供の森」計画事業

ニーズの高まる
学校菜園活動と
次世代の育成

スリランカ01

　緑化のほか、学校での野菜づ
くりの実践指導にも力を入れて
います。クルネーガラ県のクル
ナワ学校では、学年ごとに区画
を分けて畑を管理し、畑のデザ
インや植える野菜を考えながら
管理をしています。牛糞と落ち
葉を混ぜてたい肥をつくったり、
ニームやニンニク、唐辛子を煮
込んだ液を農薬替わりにする
など、身近なものを活用した
アイデアも実践しています。
収穫した野菜は給食で提供
するほか、高学年の生
徒が代表して販売し、
学校の収入にしています。
　活動のニーズが高まる一方で、
担い手であるコーディネーター
の高齢化が進み、人材の育成は
火急の課題です。こうした中、  
青少年活動を担当する機関のひ
とつである国立青年サービス評
議会（NYSC）との連携も強化。
NYSCの農業研修センターにて
エコキャンプを共催したり、植
林や各種イベントの際に同セン
ターの研修生にも補助員として
参加してもらうなど、他機関と
連携しながらユースリーダーの
育成も進めています。

メットライフ生命
支援プロジェクトで
２万797本を植樹

インドネシア02

　メットライフ生命より支援を
受け、西ジャワ州スカブミ県、
ジョグジャカルタ特別州スレマ
ン県、東ジャワ州スメネプ県の
３地域にて合計２万797本の植
林活動と環境教育を実施しまし
た。これは同社の「地球にやさ
しくGOペーパーレス」の一環
として、23年5月1日～12月28日
の間に開催された「ご契約者さ
まWEBサービス」の利用促進
キャンペーンと連動して、寄附
が行われたものです。
　スカブミ県では、森林の荒廃
が進む山間部にて8,680本の造
林樹種と果樹を、スレマン県で
は、ムラピ山の噴火で被害を受
けたチャンクリンガン郡にて
5,077本の苗木を植樹。スメネ
プ県では沿岸浸食の影響を受け
る海岸沿いでマングローブ7,040
本の植樹を行いました。  ふるさ
との失われた植生を取り戻し、  
生物多様性が回復するようにと
願いながら、子どもたちや住民
　　が苗木の管理を続けており、
　　　　　　　厳しい気候の中
　　　　　　　　でも高い生存
　　　　　　　　率を保ってい
　　　　　　　　ます。

4年ぶりに
「子ども親善大使事業」
を再開

日本03

　コロナ禍で中断していた「子
ども親善大使事業」を再開。タ
イ、インドネシアでCFPに取り
組んでいる子どもたちの代表や
コーディネーター計10名を招き
ました。９月に来日したタイの
親善大使は、愛知、岐阜、東京
を訪問。岐阜では、  同県支部主
催で報告会を行ったほか、県の
施設で森林やその利活用につい
て学ぶワークショップに参加。
豊かな森を育むことで、人間に
も多くの恩恵があることへの気
付きを得た様子でした。
11月に来日したインドネシア
の親善大使は、福岡、佐賀、山
梨、東京を訪問。オイスカが企
業や行政などと協働して取り組
む森づくりの現場視察や、その
森で採取したハーブの蒸留体験
を行うなど、日本の森の問題や
その課題解決に向けた取り組み
について学びを深めました。帰
国後も、報告会を行ったり、今
まで以上に積極的に活動に取り
　　　　　　組むなど、各自が
　　　　　　　親善大使として
　　　　　　　の役割を務めて
　　　　　　　いる様子が報告
　　　　　　　されています。
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萬代 保男

海外事業部
人材育成担当部長

事 業 概 要

農業実習中の研修生たち（中部日本研修センター）

人
材
育
成
事
業

各国の情勢や各種制度の変更に対し
柔軟に対応できる受け入れを目指して

人材育成事業

2
0
2
3
年
度
は
、
16
の
国
と
地
域
の

59
名
に
対
し
、
国
内
4
つ
の
研
修
セ
ン
タ

ー
で
農
業
一
般
、
家
政
な
ど
、
各
コ
ー
ス

の
研
修
を
実
施
。
初
め
の
2
ヵ
月
は
、
一

日
も
早
く
生
活
に
慣
れ
る
よ
う
、
日
本
語

を
中
心
に
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。
ま
た

セ
ン
タ
ー
以
外
で
も
試
験
場
な
ど
を
訪
問

し
て
知
識
や
技
術
の
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、

地
域
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流

を
通
じ
て
日
本
語
力
の
向
上
や
日
本
の
伝

統
文
化
に
接
す
る
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。

　

技
能
実
習
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
4
ヵ
国
か
ら
農
業
、
工
業
、
介
護
分
野

の
新
規
お
よ
び
継
続
合
わ
せ
て
3
2
5
名

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
オ
イ
ス
カ
は
創
立

以
来
、
委
託
研
修
と
し
て
、
会
員
企
業
で

の
外
部
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
入
国
管
理
法
の
改

正
か
ら
、
現
在
は
技
能
実
習
に
変
更
し
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
2
0
2
7
年
に
は
こ

の
技
能
実
習
制
度
も
新
制
度
に
移
行
さ
れ
、

育
成
就
労
と
な
り
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
で
は
、
制
度
の
変
更
に
柔
軟

に
対
応
し
な
が
ら
も
、
技
術
移
転
に
よ
る

国
際
協
力
を
基
本
と
し
た
人
材
育
成
を
目

指
す
基
本
姿
勢
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
受

入
事
業
所
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

愛知、香川、福岡の３ヵ所で、実習農場を持つ研修センター
を運営。海外の青年に農業などの指導を行うほか、技能実習
生の基礎研修も担っています。関西研修センターおよび沖縄
事務所では技能実習生の受け入れを専門に行っています。

●累計一般研修生数：3,631名
●累計技能実習生数：1,777名
※技能実習移行前の委託研修生数含む

1967年～ 2024年3月末
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オ
イ
ス
カ
一
般
研
修

技
能
実
習

オ
イ
ス
カ

特
定
技
能

研修科目  
国際ボランティア
農業一般
家政
農業指導
地域開発 
研修生国別合計  

農業指導員 60

48

5

66

15

36

8

2

6

6

252

農業 

就職（政府・NGO） 

就職（企業ほか） 

自営 

進学 

主婦 

不明 

合計

特定技能国別集計

2

2

21
1

13

21

3

15

5
15

94

3
33
3
2
18
59

送り出し国 合
計

ベ
ト
ナ
ム

ウ
ク
ラ
イ
ナ

チ
ベ
ッ
ト（
イ
ン
ド
）

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

東
テ
ィ
モ
ー
ル

フ
ィ
リ
ピ
ン

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

ミ
ャ
ン
マ
ー

モ
ン
ゴ
ル

メ
キ
シ
コ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

イ
ン
ド

フ
ィ
ジ
ー

カ
ン
ボ
ジ
ア

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

7
2
2
5

9

2
3

28

2

1

61

1
3

8

12

2

2

1
5

4
10

１
3

4

1

2
3

3
1
1
5
10

1

3
4

2

1
3

3

2
5

4

1

5

3
1

4

13 2 45 60

2

2

1

1
2

2

2

31
27
3

7

8
15

6
21
5

3
2
14
2
2

3
149

60
33
5
18
7
9
8
15
2
3
21
34
24
5
15
3
2
33
22
2
1
3
325

耕種農業 　
畜産農業 　
機械保全 　
建設機械施工 　
塗装 　
冷凍空気調和機器施工 　
溶接 　
鉄筋施工 　
配管 　
型枠施工 　
建具製作 　
自動車整備 　
工業包装 　
射出成型 　
鉄工 　
防水施工 　
牛豚食肉処理加工業 　
介護 　
とび 　
さく井 　
電子機器組み立て 　
コンクリート製造 　
技能実習国別集計

1

1

O
B
・
O
G
と
の
連
携
強
化
に
向
け
現
地
調
査
を
実
施

R
eport

6
3

9

CFPコーディネーター、
事務スタッフ等

日本国内
研修センター指導員
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2023年度   研修生・技能実習生・特定技能生受け入れ実績

　

オ
イ
ス
カ
が
こ
れ
ま
で
日
本
に

招
聘
し
て
育
て
て
き
た
人
材
は
5

千
人
以
上
に
上
り
ま
す
。
そ
う
し

た
人
材
の
さ
ら
な
る
活
用
や
、
彼

ら
と
日
本
の
会
員
企
業
と
の
連
携

の
重
要
性
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
多

い
も
の
の
、
具
体
的
な
連
携
事
例

は
ま
だ
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

表
１
に
ま
と
め
た
訪
日
研
修
生

（
11
年
度
か
ら
20
年
度
）
の
帰
国

後
の
動
向
を
見
る
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
を
は
じ
め
、
オ
イ
ス
カ

の
研
修
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
国
で
は
、

帰
国
後
に
セ
ン
タ
ー
で
農
業
指
導

員
や
「
子
供
の
森
」
計
画
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
人
材
が
多
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
国
ご
と
の
詳
細
な

状
況
を
調
査
す
べ
く
、
24
年
１
月
、

国
内
４
セ
ン
タ
ー
の
副
所
長
お
よ

び
本
部
海
外
事
業
部
ス
タ
ッ
フ
が

マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
問
。
セ
ン
タ
ー

勤
務
者
は
も
ち
ろ
ん
、
他
分
野
で

活
躍
す
る
訪
日
研
修
生
O
B
・
O

G
ら
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

1
9
9
7
年
に
活
動
を
開
始
し

た
、
サ
バ
州
農
業
開
発
公
社
（
K

P
D
）
と
オ
イ
ス
カ
が
共
同
で
運

営
し
て
い
る
K
P
D
／
O
I
S
C

A
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
O
B
・

O
G
ら
が
K
P
D
に
採
用
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務

す
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
帰
国
直
後
に
日
本
語
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
活
か

し
て
旅
行
業
界
に
就
職
し
た
者
の

多
く
が
、
農
地
の
購
入
資
金
の
目

途
が
立
つ
と
退
職
し
、
家
族
と
農

業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
も
分
か
り

ま
し
た
。

訪日研修生の帰国後の動向
表１　2011年度から20年度の

単位：人

単位：人
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上／初めてのうどん作り
下／稲刈りも地域の皆さんと一緒に

上／先輩研修生の帰国前、みんなで揃って
下／髙田川部屋の力士たちとの交流も

上／地域の清掃活動にも参加
下／稲刈りを終えて

中部日本研修センター01

四国研修センターは築後40数
年を経過し、老朽化により、最
近では雨漏りなどの問題で研修
事業にも支障をきたしていまし
た。幸い23年度は、日本財団か
らの助成とオイスカ四国支部を
中心とした会員の皆さまからの
支援を受けて修繕が叶い、５ヵ
国６名の研修生は10ヵ月にわた
る農業、食品加工、調理の研修
を、整備された施設で受けるこ
とができました。
　また、会員の皆さまとの森林
保全活動や地域のイベントにも
積極的に参加し、交流を通じて
日本の習慣や伝統文化を理解す
る機会を得ました。特に毎年続
いている「どじょう汁交流」は、
地域の方々がセンターに集まっ
て開催している行事で、研修生
は初のうどん作りに挑戦。参加
者の皆さんの手ほどきを受けな
がら、日ごろ学んだ食品加工研
修の成果を活かしていました。

人
材
育
成
事
業

■所在地：愛知県豊田市勘八町
■設立年：1967年
■23年度在籍研修生数：15名（8ヵ国）

雨漏りが解消！　
修繕した施設で
充実した研修を実施

23年度は、会員の皆さまのご
支援を受け、農業コース６名、  
家政コース１名、国際ボランテ
ィアコース１名を受け入れるこ
とができました。
　農業研修では、水田２ha、畑
1.5ha、ハウス20ha、養鶏1200羽、
桃・栗・梅・レモンの果樹園を
栽培管理しています。
22年度から、農業コースの期
間を１年から２年に改め、２年
目の先輩研修生は、計画的に野
菜の栽培が任されるようになり
ました。また先輩として１年目
の研修生を指導しつつ、リーダ
ーシップを体得していきます。
　技能実習生については、100
名に迫る人材を４県、約30の会
員事業所へ送り出し、監理指導
をしています。今後も公に尽く
す、自立した人材を育成する方
針のもと、指導員の能力向上を
はじめセンターの内部充実にも
努めていきます。

農業研修を柱に
自立型人材育成の拠点
センターを目指して

四国研修センター02
■所在地：香川県綾歌郡綾川町
■設立年：1968年　
■23年度在籍研修生数：19名（7ヵ国）

23年度は、コロナ禍以前の活
動水準に戻すことができました。
23年２月に８ヵ国１地域から海
外研修生９名を受け入れ、前年
度の先輩研修生のサポートを受
けながら環境保全型農業技術の
研修を開始。慣れない日本の生
活の中でも、まずは日本語を理
解すべく２ヵ月にわたり日本語
の習得に努めました。春から始
まった本格的な農業研修では、
稲作、蔬菜、果樹、養鶏など、
年間を通して約70品目の作物
栽培を行い、センター支援のた
めのクラウドファンディングの
返礼として多くの方に味わって
いただく機会を得ました。
　例年にも増して賑やかだった
23年度の研修生は、九州各地
を訪問する機会も多く、さまざ
まな方々との交流を通して、よ
り日本を好きになったようです。
数年後、彼らが母国で活躍する
姿を皆さまにご報告いたします。

環境保全型農業技術
研修で70品目の
作物の栽培を実践！

西日本研修センター03
■所在地：福岡県福岡市早良区
■設立年：1968年　
■23年度在籍研修生数：24名（12ヵ国・地域）
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上／関東マツダの実習生たち
下／生活介護サービス（千葉県）で学ぶ実習生。毎月の巡回
指導時には寮での日頃の生活の状況も確認

沖縄で受け入れている実習生の職種は全て農業。農業生産
法人のほか個人の農家でも受け入れていただいている

上／キャベツの出荷の様子
下／自動車整備の実習

所長
清水 利春

実習生の日本での学びが充
実するためには、来日前から
の準備が大事。コロナ禍で主
流になったリモート面接を、受
け入れ企業の理解も得ながら、
現地での面接に切り替えてい
きたいと考えています。

Annual  Report  of  OISCA人材育成事業

関西研修センター04

㈱関東マツダ（本社／東京都）
では、さいたま市内の整備セン
ターでマレーシアの自動車整備
エンジニアを技能実習生として
受け入れています。元々、自動
車メーカーのマツダ㈱が、マレ
ーシアの販売会社から日本での
エンジニアの育成を依頼されて
いましたが、同社に整備部門が
ないことから、関東マツダでの
受け入れがスタートしました。
　日本語の習得などの事前研修
は、マラ公団が実施。１期生は
マラ公団標準の３ヵ月でしたが、
入国後、語学力不足が指摘され、
２期生の研修期間を６ヵ月に延
ばすよう販売会社が公団に依頼。
語学力は伸びましたが、それで
も不十分な面があるので、23年
度入国の３期生は９ヵ月に延長。
　整備技術にとどまらず、日本
人の仕事への姿勢を学び、身に
つけてほしいと基礎研修にも力
を入れており、人材育成に向け
た本気度が伝わってきます。

■所在地：大阪府豊能郡豊能町
■設立年：1983年
■23年度在籍研修生・技能実習生数：46名（2ヵ国）

㈱関東マツダで
マレーシアの
エンジニアを育成

　関西研修センターは技能実習
生の受け入れに特化しており、
実習生は２ヵ月間の集合研修で
日本語を中心に日本の文化習慣
を学び、その後に受け入れ企業
に配属されます。この研修期間
中に実習生といかに人間関係を
築くかが重要です。
23年度は当センターでは初と

なる、マレーシアのマラ公団か
らの実習生を受け入れました。
２月に同国のアフマド・ザヒ
ド・ハミディ副首相やマラ公団
会長、高等教育省大臣らが大阪
を訪問した折には各種視察をサ
ポート。マレーシア出身の家政
研修生が、通訳などで活躍して
くれました。

オイスカ流の
実習生受け入れの
充実を目指して

本部05
■所在地：東京都杉並区
■23年度技能実習生数：77名（4ヵ国）

　沖縄で受け入れているのはフ
ィリピンとインドネシアの実習
生です。最盛期に比べると実習
生数も受け入れ先の数も減りま
したが、この両国からは、オイ
スカの現地研修センター出身者
が推薦されてくるので農業の経
験もあり、規律の面でも訓練さ
れているため、評価は高いです。
　沖縄でも実習生の受け入れ監
理団体が増えていますが、フィ
リピンからの受け入れはまだ少
なく、特に砂糖産業が盛んなネ
グロス島出身者は南大東島のサ
トウキビ農家にとっては貴重な
戦力であり、帰国後もその経験
を活かせる場があるため、技術
移転の観点からも意義が大きい
と考えています。
インドネシアOBからは「地
元でとうがらし、バナナ、パパ
イヤを栽培して、羊も飼育して
いる」との報告が届き、日本で
得た知識や経験が活かされてい
ることをうれしく思っています。

実習生の母国と似た
気候の沖縄で
実践的な学びを深める

沖縄事務所06
■所在地：沖縄県那覇市
■設立年：2013年　
■23年度技能実習生数：22名（2ヵ国）
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「地球環境を考えるトークイベント2023春」タイ漁村22人の声をオンラインで配信（2023年5月16日）

吉田 俊通

啓発普及部
GSM担当部長

事 業 概 要

　

オ
イ
ス
カ
は
法
人
や
団
体
か
ら
の
支
援

が
多
く
、
個
人
の
皆
さ
ま
か
ら
の
寄
附
は

約
2
割
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
21
年

の
創
立
60
周
年
を
機
に
、
季
節
募
金
を
通

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
継
続
的
に

取
り
組
み
、
23
年
度
は
個
人
向
け
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
新
た
に
作
成
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
訪
問
者
数
は
昨
年
度
比
1
7
4
％
、
S

N
S
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
1
0
9
％
に
増
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
主
催
の
講
演
会

や
森
林
整
備
を
含
む
一
般
公
募
型
行
事
の

開
催
数
、
メ
デ
ィ
ア
掲
載
数
も
増
え
、
国

内
の
行
事
参
加
者
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
一
方
、  

賛
助
会
員

数
は
減
少
を
続
け
て
お
り
、
寄
附
者
数
は

伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
の
活
動
は
、
国
や
地
域
に
よ

り
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
れ
は
地
域
に
根
差

し
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
結
果
と
も
い

え
ま
す
。  

ビ
ジ
ョ
ン
『
人
々
が
さ
ま
ざ
ま

な
違
い
を
乗
り
越
え
て
共
存
し
、
自
然
と

調
和
し
て
生
き
る
世
界
』、 『
住
み
続
け
ら

れ
る
未
来
』
の
実
現
の
た
め
、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
オ
イ
ス
カ
を
「
ま
ず
知
っ
て

い
た
だ
く
」
こ
と
を
大
切
に
し
、
一
つ
ひ

と
つ
の
国
や
活
動
、
人
を
「
つ
な
ぐ
」
啓

発
普
及
事
業
を
進
め
、
取
り
組
み
を
推
進

す
る
仲
間
づ
く
り
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

啓
発
普
及
事
業

国や活動、人をつなぐ広報を通じて
事業を推進する仲間づくりを展開

啓発普及事業

本部や全国13支部45推進協議会が、講演会や各種イベン
ト、森林保全活動などを開催し、各地の特色を活かした
啓発普及活動を展開。オイスカの活動全体を支える仲間
づくりと、ファンドレイジングの強化を進めています。

●会員数：合計3,863（法人1,473／個人2,390）
●国内の森づくり・環境保全活動：99回／ 3,540人
●講演会・イベント・体験活動参加者数：41回／ 3,662人
●木育・森のつみ木広場参加者数：46回／ 2,643人

2023年度実績
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チベット難民支援団体特別会議
（ダラムサラ）

茨城県推進協議会の西ネグロス州
訪問

オイスカ中華民国総会設立50周年
の祝賀式典に参加

第25回オイスカ佐賀・ラブグリーン
の翼「夢の島国フィジーツアー」

ラブ・グリーンの翼2023
（パンガー県）

オイスカふれあいの翼2023
カンボジアツアー

活
動
を
広
く
伝
え
る

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
開
催

R
eport

秋のトークイベントはオイスカ関西支部との共催で実施。
会場とオンライン合わせて130人が参加（11月23日）

1

5

7

4

2

3

6
ウズベキスタンスタディツアー／
静岡県支部・愛知県支部

ウズベキスタン

■静岡県支部（10名）
　愛知県支部（17名）
　ほか（4名）
　期間：10月22日～27日
■北海道支部（5名）
　期間：24年3月6日～12日

1

23
年
度
も
２
回
開
催
し
、
春
に

は
タ
イ
の
ラ
ノ
ー
ン
県
で
進
む

「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
再
生
・
保

全
と
地
域
住
民
の
収
入
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
N
連
）」
に
つ
い
て
、

活
動
に
取
り
組
む
住
民
や
指
導
に

あ
た
る
行
政
担
当
者
が
現
状
や
展

望
を
発
表
。
秋
に
は
、
ア
ブ
ラ
農

林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
デ
ル
フ
ィ

ン
・
テ
ソ
ロ
所
長
が
登
壇
し
、
災

害
の
多
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ア
ブ
ラ

州
で
の
人
材
育
成
や
環
境
へ
の
取

り
組
み
、
今
後
の
挑
戦
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。
関
西
研
修
セ
ン
タ

ー
の
清
水
利
春
所
長
は
同
州
か
ら

多
く
の
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
ま
し
た
。

住
み
続
け
ら
れ
る
未
来
に
向
け
た

「
伝
え
る
」
活
動
を
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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海外への視察ツアー再開
コロナ禍以降、中止や延期となっていた海外への視察ツアーが全国的に再開。
賛助会員をはじめ、のべ164名の皆さまに、
各国の現場の活動を知り、体験していただく機会となりました。

2 インド
■本部（3名）
　西日本支部（2名）
静岡県支部（1名）

　期間：8月29日～9月5日

5 フィリピン
■茨城県推進協議会（6名）
　期間：8月21日～26日
■富山県支部（22名）
　期間：10月3日～7日
■関西支部（19名）・広島県支部（6名）
　期間：10月7日～14日
■茨城県推進協議会（15名）
　期間：24年2月18日～3月2日

6 台湾
■静岡県支部（15名）
　期間：4月7日～11日

7 フィジー
■佐賀推進協議会（12名）
　期間：8月4日～9日

3 タイ
■西日本支部（22名）
　期間：8月29日～9月5日

4 カンボジア
■西日本支部（5名）
　期間：8月21日～26日

※

※日本NGO連携無償資金協力事業
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天林での植樹
（23年6月11日）

えこりん村での森の
保全活動（23年6月10日）

富士山の森づくり
（23年7月8日）

チャリティバザー
（23年9月23日）

❹ ❸

❶

❼

❷

❺

❻

A

B

啓
発
普
及
事
業

❷宮城県支部
会員数：187／設立年：1981年／会長：亀井文行

タイとミャンマーのプロジェクトへの支
援を継続。コロナ禍以降、賛助会員への
報告会などの支部活動を控えていたが
24年度から再開に向け準備を進める

〈主な活動〉
・海岸林再生プロジェクト実施協力
・タイ北部事業施設充実支援（2011年～）
・ミャンマー緑化、環境教育支援
　（2018年～）

❸首都圏支部

会員数：309／設立年：2004年／会長：湧井敏雄

本部との協働で啓発普及活動を推進。23
年度は地元の夏まつりが復活し、パネル
展示やブース出展をし、近隣住民への啓
発普及活動を実施

〈主な活動〉
・富士山の森づくり、海の森公園など
の緑化・環境保全活動
・ウズベキスタン緑化事業支援
・「チャリティバザー」で近隣住
民との交流（売上寄附金
　約37万円／23年）

❹山梨県支部

森林整備と国産材の活用を両輪に事業
を拡大。県内外6ヵ所での森林整備に加
え、23年度は26ヵ所以上で木育ひろば、
つみ木広場も開催

〈主な活動〉
・富士山の森づくり
・森のつみ木広場、木育ひろば、木育ス
クール
・企業の森づくり　　　　　  ※詳細はP25

❼静岡県支部
会員数：198／設立年：1976年／会長：落合偉洲

「海外協力」「啓発・交流」「人材育成」の
3本柱を基本としたオイスカ活動を展開

〈主な活動〉
・ウクライナ避難学生支援チャリティコン
サート開催
・オイスカ中華民国総会設立50周
年式典参加、ウズベキスタン植
林フォーラム参加
・富士山の森づくり活動参加

❻富山県支部
会員数：125／設立年：1975年／会長：久和進

子どもたちの学習も兼ねた「里山保全
の森づくり活動」「森のつみ木広場」や
海外の活動を体験する「緑の植林協力
隊」を継続して実施

〈主な活動〉
・立山町天林地区での「緑の里山保全森
づくり」活動
・フィリピンへの「第20回 緑の植林協力
隊」22名派遣
・「第２回チャリティゴルフコンペ」の開
催。参加者47名にオイスカを
PR。募金10万円を「ウズベ
キスタン沙漠化防止プロ
ジェクト」へ寄附

本部直轄
会員数：150

A福島県推進協議会
B茨城推進協議会
C岡山推進協議会
D三重推進協議会

❶北海道支部
会員数：76／設立年：1991年／会長：横山清

幼児や青少年層の参加に重点を置いた
森づくりや森のつみ木広場などの活動
を北海道版「子供の森」計画として実施

〈主な活動〉
・四季の森と自然とのふれあい「森の
保全活動 in えこりん村」の実施
・第22回「子供の森」計画チャリ
ティディナーコンサート開催
・小学校での森のつみ木広
　場開催

会員数：81／設立年：1995年／会長：宮島雅展

神奈川推進協議会

❺長野県支部

会員数：101／設立年：1990年／
会長：清水光朗（24年5月～）

県内で需要の高まる森のつみ木広場を
実施し、交流を深める

〈主な活動〉
・児童センターや保育園での森のつみ
木広場
・富士山の森づくり活動参加

佐久推進協議会／中信推進協議会
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「山・林・SUN活動」
（23年7月29日）

トークイベントにて
寄附金贈呈

（23年11月23日）

親善大使による
「子供の森」計画報告会
（23年9月22日）

ウズベキスタン沙漠
緑化プロジェクト報告会
（23年6月17日）

どろんこ田植え体験
（23年6月17日）

西日本支部幹事会
（23年7月19日）

支部・オイスカ支援組織のある都道府県

11

12

13

❽

10

❾

C

D

総会員数

3,863
法人会員 
個人会員
（マンスリーサポーター含む）　2024年3月31日現在

2,390
1,473

Annual  Report  of  OISCA啓発普及事業

2023年度  全国13支部45推進協議会の取り組み

❾岐阜県支部

会員数：113／設立年：1975年／会長：小川信也

コロナ禍後に再開された子ども親善大
使を受け入れ、森林面積率が全国２番
目の岐阜県で、日本の森やその活用に
ついて学びを深めた

〈主な活動〉
・「子供の森」計画子ど
も親善大使受け入れ

11広島県支部
会員数：68／設立年：1998年／
会長：棚田健司（24年6月～）

国内外の森林保全活動の実施はコロ
ナ禍前に戻り、オイスカ活動のPRを通
じた賛助会員の維持・拡大に継続的に
取り組む

〈主な活動〉
・「山・林・SUN活動」などの森
林保全活動に107名参加
・フィリピン植林フォーラム
６名派遣
・四国研修センター、中部
日本研修センターより研
修生21名を受け入れ

10関西支部

会員数：76／設立年：1992年／会長：上村良成

会長と事務局長が交代し、新体制ス
タート。イベント実施を足掛かりに組織
拡大を目指す

〈主な活動〉
・関西研修センター、フィリピン北部活動
支援
・創立30周年記念行事として、
トークイベントを本部と共催
・大阪マラソンチャリティラ
ンナー応援隊結成

オイスカ奈良

❽愛知県支部

会員数：836／設立年：1993年／会長：光岡保之

中部日本研修センターを核として、16の推
進協議会が独自の支援活動や多様なオ
イスカPRイベントを実施

碧南高浜推進協議会／安城推進協議会／岡崎
推進協議会／蒲郡推進協議会／豊田推進協議
会／西尾推進協議会／丹羽推進協議会／刈谷
推進協議会／奥三河推進協議会／半田推進協
議会／みよし推進協議会／名古屋南推進協議
会／名古屋北推進協議会／名古屋東推進協議
会／名古屋西推進協議会／知立推進協議会

大垣推進協議会／岐阜本巣推進協議会
可児推進協議会

〈主な活動〉
・オイスカ中部日本の集い、
オイスカデー開催
・チャリティゴルフ大会実施
・活動報告会

12四国支部

会員数：815／設立年：1993年／会長：泉雅文

多くの会員・支援者が四国研修センター
改修工事に協力。支部発足30周年記念行
事や青年会主体の若者イベントを実施

綾川推進協議会／香川東推進協議会／坂出
推進協議会／高松推進協議会／中讃推進協
議会／三豊推進協議会／徳島県推進協議会
／高知県推進協議会／愛媛県推進協議会／
香川県青年会

〈主な活動〉
・30周年記念式典と恒例の四国のつど
いに500名参加

・尾の瀬山などの森林保全活動
に223名参加
・各推進協議会と青年会が
どろんこ田植え体験など
の交流行事を実施

13西日本支部

会員数：728／設立年：1994年／会長：瓜生道明

オイスカ活動を継続・発展させるための
会員増強を図りながら、研修生の育成や
国際交流活動に邁進

佐賀県推進協議会／熊本県推進協議会／朝
倉推進協議会／北九州推進協議会／長崎県
推進協議会／大分県推進協議会／宮崎県推
進協議会／オイスカ活動鹿児島県推進協議会

〈主な活動〉
・フィジー、タイ、カンボジア、インドへの海
外視察ツアーに41名参加
・収穫感謝祭や田植え交流会、稲刈
り大会などの地域との交流イ
ベント主催
・サマーナイトフェスティバ
ルやクリスマスマーケッ
トin博多駅前に参加して
オイスカをPR
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ボランティアの日にはリピーターの参加も多い（23年11月18日）

本数調整伐が進む植栽地(24年1月)

活動ブログ
更新中！
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2023年度  活動実績

2023年度

22.78ha
2023年度

675人
累計（2021年～）

  47.44ha
累計（2011年～）

10,422名

本数調整伐（間伐） 雇 用

2023年度

1,194人
2023年度

3,242万円
累計（2011年～）

14,024名
累計（2011年～）

9億5,178万円

ボランティア 寄附金等
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山梨市子どもフェスティバルでは、2時間で250人の親子が来場

手入れされていない森で、間伐やその後の
枝払いを行う企業との協働による森づくり
の参加者

在日大使館や支援企業、研修生、オイスカ会員など多様な参加者による取り組み
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施
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2023年度  活動実績

活動回数

11回
活動回数

15回
参加人数

687名
参加人数

578名

富士山の森づくり 協働の森づくり

活動回数

46回
参加人数

2,643名

木育・森のつみ木広場

※自由参加型イベント等12回の参加者は含めず

※


	9-P4＿0821
	9-P5＿0821
	9-P6＿0821
	9-P7＿0821
	9-P8＿0821
	9-P9＿0821
	9-P10＿0821
	9-P11＿0821
	9-P12＿0821
	9-P13＿0821
	9-P14＿0821
	9-P15＿0821
	9-P16＿0821
	9-P17＿0821
	9-P18＿0821
	9-P19＿0821
	9-P20＿0821
	9-P21＿0821
	9-P22＿0821
	9-P23＿0821
	9-P24＿0821
	9-P25＿0821

